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テレビCMの研究

15. 評価ルーブリック表

評価項目
大変すばらしい
（　　　点）

おおむね満足
（　　　点）

もう少し
（　　　点）

改善が必要
（　　　点）

得点

グループ内の
役割分担

全員が，熱心に参加し，
責任を持ってすべて
の役割を果たした。

ほとんどのメンバーが，
積極的に参加し，ほ
とんどの役割を果た
した。

積極的に参加できな
いメンバーもいて，
役割を果たせないこ
とがあった。

積極的に参加するメ
ンバーがいなくて，
役割分担はできなか
った。

参加の態度 プロジェクトに賛同し，
いつも積極的な態度
で作業に臨むことが
できた。

プロジェクトに批判
的ではなかった。良
好な参加態度を示した。

プロジェクトに批判
的なところが見られ，
積極的な参加態度を
示すことはなかった。

プロジェクトに批判
的で，良好な参加態
度を示すことはなか
った。

課題の検討 テレビCMから派生
する課題で，情報Ｃ
の学習内容を総合的
に活用できる課題を
選ぶことができた。

テレビCMから派生
する課題の中から，
グループの関心の高
い課題を選ぶことが
できた。

テレビCMから派生
する課題の中からグ
ループで取り組む課
題を選ぶことができた。

テレビCMから派生
する課題の中から課
題を選ぶことができず，
教師に指示された課
題に取り組んだ。

役割分担 各自の役割が明確で，
互いの連携が取れて
いた。

各自の役割が明確で，
自分の役割を忠実に
こなしていた。

各自の役割は明確で
なかったが，自分の
できることをこなし
ていた。

各自の役割は明確で
なく，何をすればよ
いかわからない状態
だった。

CMデータベース
制作

データベース機能を
有効に活用し，仮説
を立て，検討するこ
とができた。

データベース機能を
活用して，分析結果
を出すことができた。

データベースを設計し，
データを入力し，デ
ータベースを完成す
ることができた。

データを集めること
はできたが，データ
ベースをつくること
はできなかった。

CMの好感度調査 アンケート調査を効
率的に実施し，集計
したデータを分析し，
結果を導き出すとと
もに，他のグループ
の結果と比較するこ
とができた。

アンケート調査を実
施し，集計したデー
タを分析し，一定の
結果を導き出すこと
ができた。

アンケート調査を実
施し，データをソフ
トウェアに集計する
ことはできた。

アンケート調査をう
まく実施できず，有
効なデータを収集す
ることができなかった。

CMの手法を読み
解く

いくつかのCMを取
り上げ，チェック表
を用いてCMの手法
を分析し，CMのねら
いやその妥当性につ
いて考察することが
できた。

いくつかのCMを取
り上げ，チェック表
を用いてCMの手法
を拾い出すことがで
きた。

いくつかのCMを取
り上げ，手法の違い
を比較することがで
きた。

CMによる手法の違い
を見出すことができ
なかった。

CMにまつわる
問題

CMにまつわる問題を
見つけ，内容を調査
シートにまとめると
ともに，CMを綱領に
基づいてレーダーチ
ャートを作成し，分
析することができた。

CMにまつわる問題を
見つけ，内容を調査
シートにまとめると
ともに，CMを綱領に
基づいてレーダーチ
ャートを作成するこ
とができた。

CMにまつわる問題を
見つけ，内容を調査
シートにまとめると
ともに，CMに関する
綱領について調べる
ことができた。

CMにまつわる問題を
見つけ，内容を調査
シートにまとめるこ
とができた。

成果発表 さまざまな形態の情
報をディジタル化し
て統合し，マルチメ
ディアを活用したプ
レゼンテーションを
することができた。

研究成果を整理して
まとめ，ディジタル
データにしてプレゼ
ンテーションを実施
することができた。

グループ全体で作業
を分担して，調べた
内容を発表すること
ができた。

各自の役割分担がは
っきりせず，発表内
容も散漫であった。

報告書の
作成・発信

掲載する情報につい
ての著作権処理を行
った上で，インター
ネット上で情報発信
ができた。

報告書，発表資料な
どの成果物をまとめて，
閲覧しやすい形で保
存できた。

プロジェクトの展開
について整理された
形で，報告書にまと
めることができた。

各自の活動を記入し
たものが集められた
だけで，整理された
報告書になっていな
かった。

合計点※このルーブリック表は一つの例示である。学校の実情に合わせてアレンジして利用したい。
※点数は，各校の実情（全体指導計画と評定の算出方法など）に応じて決める。


